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究してきた｡その結果,従来の理論にはみられなかった新 しい効果 (ソフト･コリジョン効果 )
がこの現象の最終段階において重要な役割を演 じることがわかった誉)
さて,この現象を最初に理論的に取扱ったのは, リフシッツとス リョウゾフ及びワ-グナ
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ここでx-R/Rli),Q:全過飽和度, 7nn-JdRxnf〝dRf
l(x)-1-a:LSWの項 (蒸発 ･凝縮機構 )
u(a)-x(n2-3):ドリフト機構による項
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時間領域 (線形領域 )が著 しく長くなる｡従って,流れのない場合のスピノダル分解では観測
する事が困難である,線形領域が実験的に見出される可能性がある｡
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